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１ 

「かなの家祭りに参加して」 

 二年ぶりにかなの家祭りを訪れ、懐かしい仲間たち、アシスタントのみなさんの笑顔に迎えらて、 

自分の家に里帰りしたような感じでした。雨天にも関わらず、会場は、みなさんが共にいることを喜 

んでいるような、ほんわかとした温かさがあって、心をなごませてくれました。かつての仲間のＦさ 

 んとの9年ぶりの再会は懐かしく嬉しい出会いでした。 

  

  かなの家を離れた元アシスタントの方々と仲間たちの心が今も繋  

 がっている様子を目の当たりにして、ラルシュの人のつながりの深  

 さ、温かさを感じていました。私も、みなさんと心温まる時間を過  

 ごし、たくさんの元気をもらいました。 

 

   かなの家にず－っと繋がっていたいと思う1日でした。 

  ありがとうございました。 

 

大介さんを囲んで 

かなの家まどいの食堂にて 

春のお祝い・サイン式 

一年の約束を誓う 
2012かなの家カレンダー赤版より 

カトリック二俣川教会  西川 有 

前列中央；設立時の仲間 池田富士夫さん 右端；筆者の西川さん 

今年の司会 

佐野貴美子さん 

藤田博文くん 

斎藤 大介  
SAITOU DAISUKE 

   

   

 

  斎藤大介さんがラルシュかなの家に来て６年が経ちました。2009年に 

「つどいの家」に住み始め・・２年経って生活にもすっかり慣れた様子です。 

 

  歩くことが難しかったり、人の助けを借りなければならない状況の中で 

 むしろ私たちに力を合わせ、支えようとさえしている大介さんの姿勢に気 

 づくとき「謙遜である」ということを、痛く思い知らされます。 

  大介さんが共にいてくれる事は、この家にとってかけがえのないことです。 

  空 見 る  の ぞ み     

 Ⓒかなの家さのきみこ 

訪れてくれたかつての仲間やアシスタント、そしてお子たち 



２ 

中央；小川十人  

右端；前任の中野里さん 近頃かなの家で流行りのお茶会にて 

  初めは分からないことばかりでしたが、仲間やアシスタントの方々に色々教えてもら

い、少しづつですがかなの家に馴染んできています。また最初離れていた仲間との距

離も近づきつつあり、様々な発見がありました。他人の感情や行動に、向き合うことで、    

                 自分の内面も垣間見られ、辛いときもありますが、何かを吸  

                                    収しながらやっていきたいと思っています。 

 

                                        

 

新人の紹介 
  はじめまして、小川十人（じゅうじん）です。１０月からかなの家で

一緒に生活を始めて、一ヶ月になりました。 

現在アシスタントが少ないということなので、

僕も早く頼りになれるようにしていきたいと

思います。 

  

     家庭のアシスタント 小川十人                              

          

 

どうぞ「ラルシュかなの家」の体験においで下さい 
 「かなの家」では、出来るだけ多くの方々に来ていただき、知的ハンディの仲間やアシスタント

（知的ハンディの仲間の支援員）と暮らしを共にしていただきたいと願っています。それは、実際に

一緒に過ごしていただく事で、仲間のありのままの姿や仲間とアシスタントの関わりの様子に触れて

いただき、何かしら感じていただく事が出来ると確信しているからです。 

 いろんな方々が来られます。感じたり考えたりすることは一人ひとり異なっていると思いますが、

皆さん「かなの家」の友達になってくださり、時々仲間やアシスタントの顔を思い浮かべたり、お祈

りしてくださっていることと思います。そして、時々訪ねてくださいます。 

 

壁を作らない、作れない仲間たち 
 「かなの家」の体験に来られる多くの方が、玄関を入るまでとても緊張されているようです。知的

ハンディの人達とどのように接すればいいのか？ 一緒にいることを受け入れてもらえるのか？様々

な思いを持たれるようです。しかし、玄関を入った時、あるいは食事の席で、多くの笑顔と「いらっ

しゃい」の言葉に迎えられます。 

仲間たちは、他人と向き合う時、ほとんど「壁」を作りません。初めての人でも、それが地位の高

い人であろうが、貧しい人、病んでいる人であろうが同じ態度で迎え入れます。それを理解力の欠如、

「分からない」からということは簡単ですが、よく考えるとすごいことだと思います。 

多くの（ハンディがない）人達は(私も含めて)他人と相対する時、傷つくことを恐れて防衛システム

を働かせます。相手がどういう社会的地位の人か、同性か異性か、年代は？どんな考え方なのか・・

などいろんなことを推測しながら、言葉を選びながら向かい合います。当然のことと思われるかもし

れませんが、窮屈ですし、緊張が生まれます。一方、仲間の人達はそんな風に考えない、考えられな

いので、素（す）のままで向かいあい、迎え入れます。初めてのお客さんのほとんどが、緊張するこ

となく、リラックスできたと言われます。「かなの家」では心の世界を大事にしたいと思っています。

滞在する方の心をやわらかくゆったりとさせてくれるのが、仲間たちの力なのです。 

 私たちは誰もみな、心の奥底で心と心のふれあいを求めていると思います。勉強や仕事を頑張るの

もその為ではないでしょうか。触れ合えない寂しさを仕事やお酒で紛らせてもいると思います。知的

ハンディの仲間たちは、ストレートに心で触れ合う人達なのです。それは感動的なことだと思いま

す。 

 

― 互いに関わり成長してゆく過程で見出される 
知的ハンディを持った人の賜物(ちから)を告げ知らせる － 

（ラルシュの目指すこと：MISSION STATEMENT OF L’ARCHE） 

 

コミュニティーリーダー 西田正志 



佐藤 仁彦 [訳] 

 

一 麦 出 版 社  

 

  

    

   佐藤仁彦氏の執筆されている「Ｓからの手紙」は、ラルシュかなの家（www.larchejapan.org/)の  

ホームページに掲載されています。左側の「かなの家をもっと知りたい」の中に『かなの家創立者の手  

紙』という段があります。ここをクリックしてください。 

 

 または、最初から「Ｓからの手紙」か「tegami.larchejapan.org/」で検索していただくこともでき 

ます。ぜひ、ご覧ください。 

 

     

「心を開き、偏見を捨て、貧しい人に耳を傾けるなら、その貧しい人のうちに預言的なところ 

があると気づくものです。知的ハンディを持つ人は理性的な考え、抽象的概念で神を知ること 

はできません。しかし、愛されているということは捉えられます。愛されている子どもは平安 

のうちに留まります。自分がいることを誰も望んでいないと分かれば、とても辛くなります。」 

ある仲間が私にいいました。「僕はいいもの持ってるだよ」。その時私は少し疲れていたので、戯れに 

「僕に、そのいいものくれる？」と尋ねてみました。すると彼は「いいよ。あげるよ！」と言うのです。 

私が「僕にくれると、あなたのいいものが減って無くなったりしないの？」と、 

聞くと、その仲間は、「大丈夫、神様からまたもらうから」と、私に言ったのです。 

 

小さい者とともに、神に生かされる日々 

  ボランティア 今林 良 

 

 ９月１７日から２０日まで、今年も丹沢の聖心学舎でラルシュ・リトリートを行

いました。 

 かなの家の代理コーディネーターであり、私たちにとって身近でもあるマイク・

ヌーナンさんを講師に迎え、沈黙と祈りの時を過ごしました。テーマは「休む・・

重荷を下ろすこと」でした。騒がしさ・忙しさ・恐れ・疑念・恥ずかしいという思

いによって、私たちがいかに縛られているかという事、そしてそこからどのように

自由になり、イエスに従う者として真の自由の中を歩んでいけるかという問い・そしてその道を、ご本人の

ラルシュ共同体での経験や歩みを通して気づかされた事も含めてお話してくれました。 

 今年も様々な場所から、かなの家にとって大切な友人・恩人の皆様が集まって下さり、再会でき、ともに

祈り、食卓につけたことが、本当にうれしかったです。ボランティアスタッフの皆様が、献身的に働いてく

ださったおかげで、素晴らしい時間を持つ事ができました。 

  

 

お知らせ 

本当に感謝です！ 

 

あ り が と う ご ざ い

ま し た 。  

 

仕事のアシスタント  

横井 圭介 



３ 

－ご寄付をお寄せいただいた皆さま－     （敬称を略させていただきました） 
 
【団体】 

イエズス会大船修道院,  カトリック菊名教会,  カトリック三島教会・福祉委員会 ,  カトリック磐田教会 

カトリック徳田教会 ,  カトリック鍛冶ヶ谷教会 ,  カルメル会修道院,  ケベック・カリタス修道女会 

ヌヴェール愛徳修道会,  めんどう,  マリアの宣教者フランシスコ修道会 , 愛徳カルメル会 養成の家 

栄光学園・愛の運動委員会 ,  株式会社 一麦出版社,  京都カトリック信愛幼稚園,  山口カルメル会

女子修道院, 山手カトリック教会・福祉委員会 ,  聖ドミニコ会 天使園修道院 , 聖ベルナルド女子修道会 

聖母訪問会・米田ミチル,  雪の聖母幼稚園・保護者の会 ,  天使の聖母トラピスチヌ修道院 

天使の聖母宣教修道女会 ,  日本基督教団・隠岐教会 ,  浜松聖書集会,  カトリック小田原教会 

幼きイエス会・管区本部 ,  幼きイエス会・静岡修道院 ,   

 

【個人】 

Donal Doyle,  大久保 奈緒,  菊池茂樹,  佐藤 修,  瀧口淳,  べリオン・ルイ神父,  安氏 孝一 

伊藤 海子, 磯部 雅子,  宇佐 記幸,  永武 三重子,  岡本 みどり,  加倉井 規子,  加藤 千美 

河合 早苗,  梶谷 恵美子, 菊地 靖之, ,吉沢 美佐子, ,宮原  輝子, 宮本  龍子,  芹澤 道也 

古戸 義雄・満智子,  後藤 頌子,  御受難修道女会C.M.Pur ser,  御前ザビエル,  荒井 直子 

高岡 瑛恵, 高橋 あかね,  高塚 恵里子,  高野 啓子, 今津 房子,  今林 良 ・正子,  佐野 正 

佐藤 芳之,  佐野 和子, 坂本 慎二,  山岡 朱美,  山田 淳子, 山田 満美,  寺田 淳子, 小原 博 

時政 基資,  勝本 正之,  小池 百合子, 小野 武,  小野田 眞吾, 小林 敏好,  松永 修,  清水 基 

松尾 克美,  森田 満義,  神澤 光江,  清水 紀代子,  西本 洋子,  西脇 艶子,  石神 政一・衣子 

石川 雅子,  曽根 俊一, 増田 とき枝,  大石 恵子,  大川令子, 池田久代,  中村 玲子, 中島 悦子 

中島 教子,  中富 文雄,  猪俣 暁子,  長山 輝子,  長倉 禮子,  長野 きみゑ・浩二,  鳥居 文子 

田川 真理,  田中 栄子, 田中 三一子,  渡辺 幸子,  渡辺 龍子, 奴田原 嘉孝, 唐澤 祐一・恵理子 

東地 裕子,  藤 三枝子,  徳永 啓子,  内海 眞,  萩原 利平,  白石 仁美, 飛田 益美, 尾崎 正明 

尾崎 風伍,  武井  久子,  武井 陽一,  平野 昭子、  片山 道子,  箕田 智則,  木崎 さと子 

本井 昭子,  簑田 逸朗,  藪中 良彦,  小松 大三、 小川 正三,  増井 勝男 

中山 孝子,  長岡 隆・檀,  五十嵐 信子,  清川 惇子,  奥中 敦子,  高倉 尚 

 

 

 皆さまには今年も温かいご支援をいただき心から感謝申し上げます。 
 
 おかげさまでハンディを持った仲間の仕事の場、暮らしの場の整備が進んでいます。  

 今後の予定としまして、2012年6月には、3年ごとに開かれる国際ラルシュ連盟の総会が米

国のアトランタであります。かなの家からは理事、仲間、アシスタントの代表3名の参加が

要請されています。そのための渡航と参加の費用が必要となります。  

 また、13年前にかなの家のメンバーの手で建築した「いぶき」では、女性が居住できる環

境の整備の必要性、大規模地震に備えての耐震化などの課題が出てきており、増改築あるい

は建て替えの準備を始めなければなりません。そのための資金集めにご協力をお願いいたし

ます。 

 

 これからも皆さまのご支援をお寄せいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

ラルシュかなの家後援会 



６ 

年末の大掃除に 

かなせっけんをお使いください！ 

 

 

〇換気扇やキッチン・コンロ周りのしつこい油汚れにはこれで！ 

 

粉石けん 

 

 

 

 

植物性の廃油を大きな窯で加熱し（せっけん炊き、と呼んでいます）、そこに

苛性ソーダを加えて石鹸分を作ります。それを実さんや青野さんが２階でバケ

ツに汲み出し、滑車を使って１階に下ろし、そこから小川さんや戸田さんが１

８キロに測ったライト灰（炭酸ナトリウム、私たちは軽灰と呼んでます）と一

緒にミキサーに入れ、待つこと１０分・・ドロドロだったものが固まってきて・

それを鉄枠の上に投げ、３人から４人の仲間がそれを踏みます。翌週、かたま

った石鹸を、クラッシャーと製粉機で砕けば・・粉石鹸の出来上がりです！ 

１回につき、１・５トン程度のせっけんが出来ます。大掃除の際は是非こちら

をご注文ください！ 

半固形せっけん・・・粉石けんと同じ性質です、油

汚れのほか・・風呂洗いにも最適です！ 

洗濯機クリーナー・・洗濯機の 

お掃除には是非こちらを！ 

クレンザー・・・天然の白

土と粉石けん分で出来た磨

き粉です。なべ底あらいに

最適です！ 

せっけんの売上は、直接仲間のみんなの工賃に反映されます。せっけんが売れれば、工賃も上がり、

仲間の生活をもっと支えることができると思っています。かなの家の石鹸は合成界面活性剤など使用

していないので、安心してお使いいただけます。いつもご購入して下さる皆様方に、本当に支えられ

ていると実感しています。心からの感謝を申し上げるのと同時に、来年もどうぞご愛顧のほどをよろ

しくお願い申し上げます！           

有限会社 かなせっけん 



ラルシュ・かなの家 

〒421-2114    静岡市葵区安倍口新田６５－５ 
TEL       ０５４－２０６－０８３０ 

FAX     ０５４－２９４－８０７０（変更）   

郵便振込     00870-9-17938ラルシュ かなの家 
E －MAIL    larche_kana@yahoo.co.jp 

ウエブ   http://www.larchejapan.org 
  ブログ    http://www.blog.larchejapan.org 

制作・印刷  社会福祉法人かなの家 

プリントハウスまどい
TEL    ０５４－２９６－１１１６   

FAX      ０５４－２９６－６４３３ 

E －MAIL  madoi_wisdom＠yahoo.co.jp 

かなの家ブログをぜひご覧ください。 

８ 

 

 

卓上カレンダー ＣＤケース入り  

赤 版 ・ 青 版 共 に ５ ０ ０ 円 

大沢  仁  

OOSAWA HITOSHI 

若本 政一  

WAKAMOTO MASAICHI 

・はがき(〒枠付き） 100円～150円 ビニールパック入り 

・二つ折りカード  150円～200円 封筒つき 

                      ビニールパック入り 

・板絵① はがき大（A6）   ４００円～５００円 程度 

   ② はがきの２倍（A5） ７００円～９００円 程度 

   ③ はがきの４倍（A4） 1200円～1500円 程度  

 

 
 

 

ーかなの家のアーティストたちー 

ご注文は同封の注文書、下記のＴＥＬ FAX E-mail にて承ります。 

ークリスマス編ー 

ー クリスマス編 ー 

聖母子 クリスマス 最後の晩餐 さいわい 

K-00 聖母子・和 K-02 ご降誕 A K-09 ご降誕 B K-01 聖母訪問 


